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研究課題 
SDGs と CPTED アプローチによるメキシコ・スラム集住地の住環境イノベーションに関

する研究－IDA 手法の適用と教育モデル検証－ 

（概要）※最大 10行まで 

現在のメキシコは総人口約１億３千万人のうち、約８０％が都市部に居住していると推計されている。こ

うした圧倒的な都市人口率の高さは、不均質な開発と貧困の拡大を引き起こす原因でもある。都市部の

貧困層は経済的または社会的に排除され、その結果としてインフォーマルな方法や土地の違法な占拠、

自助建設によって住居を獲得し、スラム集住地を形成し拡大している。これによって住環境の悪化がま

すます懸念されている。本研究ではメキシコ・ハラパ市のスラム集住地を対象に、スラム集住地の環境

的特性に関する調査と、CPTED の観点からの住民アンケート調査を行い、住民の「Local Safety」に関

する住民意識構造を分析した。 
（補注：新型コロナウィルス感染の影響により、申請時に予定されていた Interactive Design 
Architects (IDA)手法を適用することができなかった。） 

 

１．研究の目的             （注）必要なページ数をご使用ください。 

産業革命以降、途上国の大都市では強制的な開発が進み、都市貧困者の居住地区が拡大してき

た。しかし、近年では途上国の経済成熟と安定化に伴い、都市のスラム集住地は減少している

(UN-HABITAT Report 2018)。この中、世界のスラム地人口は依然として 10 億に達し、その約 1/3
が都市部に集住している。多くのスラム集住地は都市部に隣接した山林エリアに立地し、森林破

壊や耐久性のない住宅、自然災害に対する脆弱性等が現在も問題とされている。 
特に、メキシコのスラム集住地は不法占拠から一定年数を満たすことで居住権が認められる風

土があり、その中で転売や賃貸などが行われ、住居の権利関係が非常に複雑に組み合っている。

つまり、スラム集住地の現代的な現象メカニズムを解明するためには、物理的な課題だけではな

く、多面的に検討が必要である。 
本研究の目的は、17 の持続可能な開発目標(SDGs)の中で、特に住環境と教育に関わりの深い

SDGs 11「住み続けられるまちづくりを(Sustainable cities and communities)」と SDGs 4「質の高い

教育をみんなに(Quality Education)」の視点から出発し、メキシコ・ハラパ市（Xalapa 市、以下

は XP 市とする）のスラム集住地における持続可能な開発目標(SDGs)を達成するため、CPTED
アプローチを通じてスラム集住地イノベーションプロセスと発展的な教育モデルを探求するこ

とである。 

 

２．研究の経過             （注）必要なページ数をご使用ください。 
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 申請時の研究計画には、スラム集住地の環境的特性を把握するために、居住地の内部空間や住

環境の普遍性（≒共通の建築的工法）と可変性（≒固有の建築的技術）を調査するためのヒアリ

ング調査などが予定されていた。しかし、予期せぬ世界的な新型コロナウィルス感染症の拡大や

外出自粛要請などにより、居住空間の内部調査や対面のヒアリング調査が困難となった。この状

況を踏まえ、本研究の目的に支障がない範囲で、必要なデータを収集し分析を行った。 
 

（１）スラム集住地の環境的特性分析 

文献調査と Web 調査により XP 市内のスラム集住地に対す

る基礎調査及び類型化を行った。この調査から XP 市の中心部

から半径 3km、かつ住民数が 300 人以上の集住地が約 90 か所

存在することが判明した。これらの集住地から安全に調査が

可能な 11 地域を本研究の研究対象地とした。 
集住地の類型化にあたり、定量的な指標として「居住地特

性」「市街地特性」「生活利便性」「交通利便性」「経済特性」

の 5項目を設定した。                    図 1. 研究対象地１１地域の位置図                                      

表１．研究対象地１１地域の特性概要 

 

（２）「Local Safety」の視点による住民意識調査 
本研究では予備調査（2017.9）として、表１に示した F 地域を対象に、居住者の社会的関係性や

コミュニティの満足度、物理的環境に関する調査を行った。この調査の結果、コミュニティに対

する満足度は住宅の質などの物理的環境ではなく、「Local Safety の確保（住環境安全性の確保）」

と「地域への所属感」が主要な要因であることが明らかになった。 
そこで、英国の防犯まちづくりガイドラインである「Safer Places」を参考にし、41 つの評価項

目を設定し、住民の意識構造を分析した。調査はメキシコ・ベラクルス州立大学の学生が協力し、

住民アンケート調査を実施した。この調査により、310 部の有効な回答が得られた。なお、調査項

目は「個人属性等の基本情報」、「犯罪への関心度」、「自宅のリノベーション経験」、「居住地域の

Local Safety に関する満足度」に焦点が当たられ、表２に「Local Safety」に関する調査項目を示す。 



表２．「Local Safety」に関する調査項目 

 

３．研究の成果             （注）必要なページ数をご使用ください。 

（１）スラム集住地特性のクラスター分析  

調査によって得られた指標の中から、「居

住者特性:人口」、「市街地特性:施工年／表

面積／住戸戸数／空き家率」、「生活利便性:

商業施設数」、「交通利便性:中心地からの距

離」、「経済特性:住居の賃貸価格／購入価

格」、「その他:Local Safety に対する総合満足

度」を用いてクラスター分析を行い、11 地

域が 4 つのクラスターに類型化された。 

表３をみると、クラスター１は K 地域であり、高価な住戸がありながら総合満足度が高く、小

規模サイズの住宅群である。クラスター２は I,J 地域で、人口が多く表面積と住戸戸数も多く、大

規模かつ歴史が古い住宅群であることが特徴である。クラスター３には B,E,F,G,H 地域で、中心地

からの距離が遠く、空き家率が比較的高い。クラスター４は A,C,D 地域で、人口や住戸戸数、表

面積も小さく、賃貸価格が安価である。 
興味深いことに、クラスター４は住宅が安価で築年数も比較的古く、商業施設数も乏しいこと

から総合満足度が最も低いことが予想されたが、郊外に位置しながらも、商業施設等が充実して

いるクラスター３が最も低いことは興味深い。 
 
（２）「Local Safety」の因子分析 
住民の Local Safety の満足度構造を解明するため、41 項目の評価値データを用いてプロマックス

回転と最尤法による因子分析を行った＜表 4＞。分析を複数回行った結果、最終的に 24 項目とな

り、5 つの因子が抽出され、因子間でやや強い相関(0.5 以上)が見られた。 

表３．スラム集住地のクラスター分析 



第 1 因子には、「屋外街灯の明るさや

量」「路上駐車数」「地域内のインフラ

のデザイン区別」などの項目で構成さ

れ、これは「地域内のインフラ整備」

と解釈できる。第 2 因子には「居住地

域と隣接地域の境界の明確さ」「近隣住

民との関わり合い」「地域への愛着」「自

宅と外部の境界の明確さ」などの項目

が共通因子となり、「愛着と境界性」と

解釈できる。第 3因子には、「夜間の車

道移動量」「警察と住民の関係性」「周

辺道路沿いの施策」から構成され、「交

通と警察」と解釈した。第 4 因子は「自

宅でのガレージによる車の収納」「自宅

の防犯システムの使用」「自宅でのゲー

トやフェンスなどの活用」などの項目

で構成されており、「自宅のセキュリテ

ィ」と解釈できる。第 5 因子は「公共

空間のベンチ設置数」「表示板や掲示板の設置」「公共空間の活用自由度」などで構成されており、

「公共空間の賑わいと整備」と解釈した。 

次に、各クラスター別に得られた因子得点を座標軸としてマッピングを行い、図２に示す。左

図は第 1 因子と第 3 因子を軸としたもので、右図は第 2 因子と第 4 因子を軸にしたものである。

クラスター1は 4つの因子に対して著しく高い満足度であり、クラスター2も第 2因子以外は高い

満足度を示した。一方、クラスター3 の因子得点は低く、因子 1(インフラ整備)・第 2 因子(愛着

と境界性)・因子 3(交通と警察)が顕著である。このことから「インフラや交通の未整備」と「隣

接地域との境界性の曖昧さ」「警察や近隣住民との関わりの薄さ」などが低い満足度を誘発する要

因であると推測される。 

図２．クラスター別の「Local Safety」平均満足度 

 

（３）「Local Safety」の重回帰分析 

先行の因子分析で抽出した因子を説明変数とし、Local Safety に対する総合満足度を目的変数と

して重回帰分析を行った。ここでは、p 値が 0.1 未満の因子を統計的に有意とみなし、繰り返し分

表４．「Local Safety」の因子分析 



析を行った結果、最終的に図３の結果が得られた。この分析の結果、決定係数は 0.531 であり、モ

デルの適合度が高いことが示された。 
標準化した偏回帰係数の大小関係から、総合満足度には因子 3（交通と警察）が大きな影響を与

え、次いで因子 4（自宅のセキュリティ）、因子 1（地域内のインフラ整備）、因子 2（愛着と境界

性）の順で影響を与えたことが明らかになった。 

図３．「Local Safety」の重回帰分析 

 

（４）「Local Safety」の共分散構造分析 
XP 市のスラム地域における「Local Safety を満たす地域」の形成構造を把握するため、探索的因

子分析によって抽出された因子を潜在変数、質問項目を観測変数とし、共分散構造分析を用いて

モデルを作成した。適切な適合度を示すモデルを得るために修正を複数回行い、最終的なモデル

を図４に示す。モデル適合度を見ると、GFI=0.914、AGFI=0.873 であり、モデルとデータの適応性

は有効と考えられる。 

図４．「Local Safety」の共分散構造分析 

モデルの結果から、安全安心な地域形成に対して「地域内のインフラ整備(0.32)」「愛着と境界性

(0.22)」「交通(0.30)(Q40 を除去したことで因子名を交通とする)」「自宅のセキュリティ(0.51)」の全

てが影響を与えていることが明らかになった。特に「自宅のセキュリティ」が与える影響が大き

いことから、住宅の計画、設計時に住民の安全性に配慮した計画や管理が重要である。 
各因子と観測変数の関係では、「地域内のインフラ整備」には「屋外街灯の設置と明るさ」「路

上駐車の少なさ」「インフラのデザインを用途別に区別」「清掃などのメンテナンスの定期的な実

施」(全て 0.7-0.8)が影響を与えており、地域内のインフラの整備とデザイン、管理が重要であるこ



とが明らかになった。また、「愛着と境界性」に対しては「居住地域と隣接地域の境界の明確さ(0.70)」
「居住地域への愛着(0.77)」「近隣住民との関係性(0.54)」が主に影響を与えており、境界性や他人

との関係性の構築が地域への所属感が増し、愛着及び安全性を感じる要因であると考えられる。

次に「交通」に対しては、「夜間の車両移動量の少なさ(0.89)」「道路上の不法障害物撤去に関する

対策(0.40)」が影響を与えていることから、地域内の道路計画や規制により交通量を調整し、管理

が行き届いていることが必要である。最後に「自宅のセキュリティ」に対しては、「ガレージ(0.72)」
「防犯システム(0.79)」「ペット(0.79)」「壁やフェンス(0.55)」が主に影響を与えており、開発主体

による計画や住民自身の増改築がセキュリティを向上させることが示唆された。なお、メキシコ

では自宅の増改築が頻繁に行われており、本調査においても約 6 割が実施済みであると回答され

た。 
 

上記の研究成果は、以下の通り論文として報告している。 

1. Dongyun Kwak, Living Environment Innovation of Urban Slum in Mexico, 27th World Congress of 
Architecture (UIA2021 Brazil)，pp.413～420, 2021.9. 

2. Dongyun Kwak, A study on the urban image for walkable city in Mexico - Approach to semiotic 
analysis of Xalapa’s streetscape -, 21th International Walk21 Conference on Walking and Livable 
Communities(Seoul) , pp.25～35, 2021.5. 

3. （招待講演）Dongyun Kwak, Participation of residents in innovating low-income areas; Implications 
of cases in Japan, Korea, Taiwan, and China, International Symposium “RESILIENCIA Y 
SUSTENTABILIDAD DEL HÁBITAT DESDE LA SEGURIDAD Y LA EQUIDAD SOCIO 
ESPACIAL EN LA NUEVA NORMALIDAD”, 2021.3. 
 

 

４．今後の課題             （注）必要なページ数をご使用ください。 

本研究は、メキシコ・ハラパ市のスラム集住地における持続可能な開発目標(SDGs)を達成す

るため、CPTED アプローチからスラム集住地イノベーションプロセスを探求した。しかし、新

型コロナウィルス感染の影響により、申請者が考案した Interactive Design Architects (IDA)手法を

試行することができず、教育モデルの探求まで至らなかった。今後はスラム集住地の住民、行政、

大学学生、地元建築家、NGO/NPO を対象に、IDA 手法を融合した教育プログラムを実施し、IDA
手法を融合したスラム集住地の住環境教育モデル提示に臨みたい。 

 

https://researchmap.jp/DY_K/presentations/40506125
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